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要旨　本邦における gated SPECT の使用状況を把握するため，日本核医学会 gated SPECT

ワーキンググループが中心となりアンケート調査を施行した．Gated SPECT の施行数・頻度，

対象疾患，使用核種，プロトコール，gated SPECT 不成功例の頻度および疾患の内訳，収集

条件，再構成条件，解析ソフトウエア，診断上参考にしているパラメータを調査項目とし，

gated SPECT が行われていると予想される全国 345 施設にアンケート票を配布，180 施設か

ら回答を得た (回収率 52%， うち 177 施設で gated SPECT が施行されていた)．これらのデー

タを集計し，本邦での gated SPECT の使用状況につき概説する．
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